
2次関数（2）　軸による最大・最小の場合分け

1手　区間内に軸があるか？ないか？で暴食分け

2次関数において、最大値、最小値をとる場所は

頂点（軸）　or　定義域の端点

園1月ズ）＝2（ズー可2＋3（0≦∬≦1）の最小値桝を求めよ。

ナ　’＼〆

箇　最小値は　′（α）または　′（0）または　′（1）の3パターンある。

（頂点のプ座標）　　澱点のタ座標〉

①0≦α≦1のとき　　　　　②α≦0のとき　　　　　　③β≧1のとき

回　2次関数′弼＝（∬－α）2＋2…1（∬≧0）の最小値が4になるような定数αの値を求めよ。
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2．　頂点で最大値（最小値）をとらない場合

園2J′＝（ズーα）2－α2＋1（0≦∬≦1）の最大値を求めよ。

＜イメージ＞　軸が「左から右へ」移動する様子を見ると…
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最大値は　パ1） 最大値は

この2パターンの場合分けの方法は「区間の真ん中で分ける」

軸が、定義域の真ん中にある場合、右図のように、

両端（2カ所）で最大値をとる。

園①α≦与のとき　　②β＝iのとき
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最大値　′葎＝2－2α　　　　最大値　粟1〉＝讃0〉＝1

③α≧与のとき

最大値　讃0）＝1
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桝を定数とする。2次関数ダ＝－∬2＋2椚ガの1≦ぷ≦3における最小解を、次のそれぞれの場合に

ついて求めよ。
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（2）椚＝2 （3）2＜椚

に凸の放物線なので、頂点で最小値は（取れる　or　取れない）。

したがって、軸が（定義域の左・中・右or定義域の中央の左・右）で場合分けすればよい。

（り叩く之のとぎ　　伺　刑＝2のと2

固（り占加一グ伺j rJノ2研一／

※対策編［5］に取り組もう！
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